
【学校教育目標】

【めざす子どもの姿】 進んで学ぶ子 思いやりのある子 元気でたくましい子

「進んで学ぶ子」とは 「思いやりのある子」とは 「元気でたくましい子」とは

・学ぶことが楽しい子 ・自分からあいさつする子 ・進んで運動する子

・自分の考えを進んで表現する子 ・仲良く助け合う子 ・楽しく登校する子

・本を読むことが好きな子 ・いじめを許さない子 ・健康で安全な生活ができる子

【方 策】

学校だよりN0３

令和２年５月１１日

目指す児童像［進んで学ぶ子 思いやりのある子 元気でたくましい子 ］

電話番号 ８２－２８０４ e-mail otakishou@town.otaki.lg.jp

FAX ８２－２９６８ ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttp://www.chiba-a.jp/otakies/

夢や希望をもち、元気に学ぶ児童の育成
～ふるさと 大多喜 大すき～

進んで学ぶ子を育てるために 思いやりのある子を育てるために 元気でたくましい子を育てるために

○学ぶ目的、自己の成長のふりかえ ○「考え、議論する道徳」 ○体育授業を充実させ、主

りを重視し、学習意欲の向上を図 を意識した指導方法や評 体的に運動に取り組む意

ります。 価を工夫改善し授業公開 欲を向上させます。

○基礎的・基本的事項の確実な習得 をします。 ○「早寝・早起き・朝ご飯」

と思考力・判断力・表現力等の育 ○自己存在感、共感的人間 の励行と望ましい食生活

成を目指します。 関係、自己決定の場があ の充実を図ります。

○町図書館「天賞文庫」との連携を るわかる授業を展開しま ○地域、関係機関と連携し

強化し、読書活動を充実させます。 す。 た「命の大切さ」「自助」

○三育学院大学と連携した英語教育 ○いじめの未然防止・早期 「共助」を考える防災教

の充実を図ります。 発見・早期対応に全力で 育を充実させます。

○プログラミング教育を工夫し、情 取り組み、組織的に対応

報活用能力の育成を図ります。 します。

○働くことの意義や尊さ、学びと将 ○生活体験や自然体験等の

来を関連させ考えさせる 体験活動を重視します。

指導を工夫し、キャリア

教育を推進します。

○共生社会に向けた特別支援教育を推進します。

○教職員の実践的指導力の向上と働き方改革を推進します。

○家庭・地域との連携を深めます。

○郷土を愛するふるさと教育を推進します。

※方策の詳しい内容は学校要覧に記載いたします。



アンケート内容 Ｈ３０ Ｒ１目標 Ｒ１ Ｒ２目標

①学校の勉強は、分かりやすく楽しい ８６％ ９０％ ９０％ ９５％

②本を読むことが好きで、いろいろな本を読んでいる ７１％ ８０％ ７３％ ８０％

③あいさつがしっかりできる ８５％ ９５％ ７８％ ９５％

④友達と仲良くしたり、助け合ったりして仕事ができる ８７％ ９０％ ９２％ ９５％

⑤いじめられることはない ９１％ １００％ ９３％ １００％

⑥運動やマラソンなど、体力をつけるためにがんばっている ７５％ ８０％ ７７％ ８０％

⑦学校に行くのが楽しい ８６％ ９０％ ９２％ ９５％

⑧「早寝・早起き・朝ご飯」を守ったり、食事の好き嫌いを ７３％ ８０％ ７３％ ８０％

なくしたりして、規則正しい生活をしている

⑨交通ルールを守るなど、安全に生活できるよう気をつけて ９３％ １００％ ９５％ １００％

いる

【自己肯定感、自尊感情の向上を目指して】

日本の子ども達の自己肯定感は諸外国と比べてとても低いです。

自己肯定感が高い子どもは失敗した自分も素直に受け入れることができるので、不安や失敗を恐

れずに積極的に行動し、自分にも友達にも優しくなれます。目標や希望に向かって、自分に自信を

持って積極的に取り組むこともできます。しかし、ほめ方によっては、自分自身を過大評価したり、

間違ったことに気づけなかったりする可能性があります。

ほめることのポイント

①他者とではなく、過去の本人と比べてほめる

②結果だけでなく、努力した過程をほめる

③失敗しても挑戦したことをほめる

④大人は子供が安心して戻ってこられる心の居場所になる

子どもと共に喜ぶことを大切に、子どもに「～させる」のではなく、「～できる」子どもを育て

ていきたいと考えます。

深い愛情を根底に「支援・援助時には指導」教育を推進します。

【目標値】

めざす子どもの姿の達成状況を把握するために、目標値（児童の生活アンケート結果）を設定し、

具体的方策の課題を分析し、改善に取り組みます。


